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低次元光格子系における冷却フェルミ原子気体の動的性質

大阪大学工学研究科 山本篤史 1

レーザー冷却技箭の発展iこよち原子を数百 nKまで冷却することが可誌となり、冷却原子系の

研究が大きく進展してきた。近年では、光播子中の冷却原子の研究が注目を集めており、実験!理

論の両面から語力的に進められている。光格子とはレ〕ザーで作成された人工の結晶である。蕗

子振動などの影響がないため非常なクリーンな系であり、格子の形状や系の次元についても制調1

可能である。さらに、冷却涼子にブエツシュバッハ共鳴を用いることで、原子関の相互作用の強さ

のみ主らず、斥力・引力に至るまで操作できる。この系を理論的に扱う際、冷却罪子を閉じ込める

ために用いる諜和型ポテンシャルを加えたハバード模型が一般に用いられる。この調和型のポテ

ンシヤノレによる非一様性と格子構造・相互作男などの人工的制調による多様性かち、新奇な量子

現象の実現・観iJlJが期待されている。

最近のアェルミ原子系における実験のトピックスとして、モット撞縁体と金員の共存領域を観

測に成功した事があげられる [1]0一方、ボース原子のホッピング制榔、務子形状変化による系の

ダイナミクスについても実験が行われている向。以上の背景を諮まえ、ここでは一次元光啓子中

におけるフエ/レミ京子のダイナミクスについて時間依存DMRG[3Jで解析を行ったc 特に、サイト

関のホッピングを罵禦的に変調Lた場合を初期状謹とし、変調をもとに戻した擦のダイナミクス

に着目した。国 1は解析結果の一例で、罵所スピン揺らぎのダイナミクスである。このとき初期

状態ではホッピングの変謙と非一様の効果に記国して両端と中心部分で異なる絶議体が共存して

いる。この変調を戻したとき、系のダイナミクスは各々の絶縁体領域で異なる挙動を示す。両端

の領域は安定しているのに対し、中心韻域は揺らぎが増大する。
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国 1:ホッピングの変調を戻した際の局所スrン揺らぎのダイナミクス。
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